
 
 
 
 
 
 
 
 

                         

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
地元企業の工場閉鎖・撤退による、大量の離職者が出たことに伴い、平成 24 年度に千葉労働局・

千葉県・安房地域 4 市町等による「安房地域緊急雇用対策協議会」が設置され、平成 25 年度からは
市とハローワークによる離職者支援のための就職セミナーが始まり、年 3 回実施しました。 
 平成 26 年度からはハローワーク館山管内の 2 市 1 町も加わったセミナーへと発展しましたが、大
量退職者の支援という当初の目的は徐々に解消されたことなどから、回数を重ねるごとに参加者は減
少傾向にあり、その反面、企業は人手不足という状況が明らかになってきました。 
 そこで、安房地域の住民に限定せず、圏外からの移住希望者等も対象とすることが検討され、館山市
がかねてから安房地域で移住促進活動をしていた NPO 法人おせっ会に協力を依頼したことで、平成 26
年 9 月に広く県内外の方や、新規卒業者も対象とするこの事業が開催されることになりました。 

 
 

①開催 2 ヶ月前   広報準備、参加企業探し開始 

②開催 1 ヶ月前   広報掲載、参加者募集開始 

③開催 2 週間前   参加企業決定、参加者へ案内 

④開催前日～当日  会場準備、打合せ、資料準備等 

⑤開催後      参加者の就職率等結果取りまとめ、 
移住者フォロー 

  

ＮＰＯ   企業   行政   教育   地縁 

南房総で暮らそう！働こう！「南房総でお仕事探し」 

～ 求む！ まちのチカラ～  

事業概要 

南房総地域へ移住を検討している方や安房地域出身で現在地元を離れている方（学生を含む）

などを対象に、南房総地域の企業を知ってもらう機会を提供するため、地元企業のプレゼンや企

業ブースでの個別質問・相談ができる就職面談会を実施。また、“南房総で暮らす・働く”きっか

けづくりとして、移住相談窓口も設置しました。   

主な事業内容（年間スケジュール等） 

協働までの経緯 

■事業運営団体 

ＮＰＯ法人おせっ会 

■協働パートナー 

☆ハローワーク館山 

☆館山市   ☆鴨川市 

☆南房総市    ☆鋸南町 

■事業費 

☆0 円 

■協働パートナーの種別 

連携事例１５ H２９.１ 更新 

協働事例集 ちばコラボナビ 

まち 

づくり 

移住・就職相談の様子 



 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 

  
 

 
 
 
  
【活動開始年】平成 19 年 【活動の PR 手法】http://www.osekkai.org/ 

【この事業で活用した補助金】 国土交通省：長期優良住宅棟推進環境整備事業（Ｈ２２） 他 

 【表彰歴・マスコミ掲載歴等】 ①日経ビジネス（ＷＥＢ版） ②田舎暮らしの本  

③読売新聞・朝日新聞・房日新聞で活動紹介  

④日本テレビ放映“損する人・得する人” 

 【問い合わせ先】 担当者：ＮＰＯ法人おせっ会 八代 健正 

電話番号：0470-28-0827  メールアドレス：info@osekkai.org 

 主な協働パートナーとの役割分担 

協働事業によって生まれた成果 

コラボのコツ!! 

今後力を入れていきたいこと 

★公務の公平性を重視 

★互いを信頼し、忌憚のない意見交換 

 民間の活動と違い、行政は公平さが求められ

ることから、広報等に際して、その内容を必ず

行政側からもチェックしてもらい、了承を得た

うえで進めることを重視しました。 

 また、ちょっとした疑問点や、不明な部分に

ついては、そのまま放置せず、互いの立場を理

解し、信頼し合うことを念頭に、意見の違いな

どにも忌憚のない意見を交換しあい結論を出す

ことを心がけました。 

協働事例プロフィール 

【ＮＰＯ】 

移住希望者への呼びかけ、生活支援、移住相談
窓口の設置 

【行政】 

事業の企画運営、広報、参加者の取りまとめ・
案内 

【ハローワーク】 
参加企業の窓口、求職者への呼びかけ、雇用保 

険受給者への対応、開催後の参加者就職率報告   

○市は事務的な部分を、ハローワークは企業探し、
NPO は活動経験とネットワークを活かした移住
相談と広報を担い、効率的で効果的な事業展開
ができた。 

○個々の支援では就職希望者の金銭的負担も大き
くなるが、企業も参加する合同就職面談会が開
催されたことで、参加者の負担が軽減された。 

○地元住民だけでなく、移住者を呼びこめたこと
で、企業・就職希望者ともに過去最高の参加を
得ることができた。これは NPO のネットワーク
があってこそ。また、NPO による相談窓口が設置
でき、会場内でワンストップの対応ができたこ
とも大きな成果である。 

○NPO は事業を通じて行政とのパイプができたこ
とで、企業からの信頼を得ることができるとと
もに、行政への垣根が低くなり、相談対応の際
に公的な支援の部分を行政に相談するなどの環
境ができた。また、ハローワークの登録手続き
など、仕事探しのノウハウも学べ、活動の幅が
広がった。  

○参加を希望する企業が多いため今後業種別の開
催や、県外からの参加者の負担軽減のため東京
での開催など、充実した企画を検討していきた
い。 

○更にワンストップの充実を図るため、住宅物件
等の情報提供などもできるようにしていきた
い。  

  

企業によるプレゼンの様子 

個別面接の様子 


